
｢

手
話
を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？｣

区
内
に
は
聴
覚
・
言
語
障
が
い
の
方
が
632
人

お
ら
れ
ま
す
。

聴
覚
障
害
と
は
、
医
学
的
に
は
、
外
部
の
音

声
情
報
を
大
脳
に
送
る
た
め
の
部
位
（
外
耳
、

中
耳
、
内
耳
、
聴
神
経
）
の
い
ず
れ
か
に
障
害

が
あ
る
た
め
に
、
聞
こ
え
に
く
い
、
あ
る
い
は

聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
、

聞
こ
え
か
た
に
は
一
人
ひ
と
り
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
外
見
上
、
分
か
り
難
い

障
害
で
あ
る
た
め
、
そ
の
人
が
抱
え
て
い
る
困

難
も
、
他
の
人
か
ら
は
気
づ
か
れ
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

に
は
、
手
話
、
指
文
字
の
他
、
筆
談
、
身
振
り
、

空
書
き
（
空
間
に
文
字
を
書
く
方
法
）
、
読
話

（
相
手
の
口
の
動
き
を
見
て
、
話
の
内
容
を
理

解
す
る
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
手
話

は
、
聴
覚
障
害
者
の
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ

れ
て
き
た
言
語
で
、
手
や
体
の
動
き
な
ど
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
方
法
で
す
。
同
じ

表
現
方
法
で
も
、
表
情
や
口
形
、
位
置
や
方
向
、

強
弱
な
ど
で
意
味
あ
い
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

手
話
は
、
と
く
に
先
天
性
の
聴
覚
障
害
者
に
と
っ

て
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
ろ
う
学
校
で
学
ん
だ
人
は
、
独

自
の
文
法
を
持
つ
「
日
本
手
話
」
を
使
用
す
る

こ
と
が
多
く
、
音
声
言
語
を
獲
得
後
に
失
聴
し
た

中
途
失
聴
者
な
ど
に
は
、
日
本
語
の
文
法
に
基
本

的
に
沿
っ
て
手
話
単
語
を
表
し
て
い
く
「
日
本
語

対
応
手
話
」
が
好
ま
れ
ま
す
。

荒
川
区
で
は
昭
和
56
年
よ
り
手
話
講
座
を
開
催

し
て
現
在
は｢

日
本
手
話｣

を
学
べ
ま
す
。
受
講
生

は
高
校
生
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
年
代
は
様
々
で

す
。
参
加
者
の
中
か
ら
段
階
を
踏
ん
で
手
話
通
訳

者
に
な
ら
れ
た
方
も
お
り
ま
す
。

初
級
コ
ー
ス
で
は
日
常
の
簡
単
な
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
講
師
は
ろ
う
者
の
方
で
助

手
が
二
人
つ
き
ま
す
。

｢

手
話
を
学
ん
で
文
化
を
知
る｣

言
語
の
背
景
に
は
文
化
が
あ
り
ま
す
。
手
話
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
聴
覚
障
が
い
者
の
文
化
を
知

る
こ
と
で
交
友
関
係
も
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
手

話
は
手
だ
け
で
は
な
く
表
情
豊
か
に
表
現
す
る
こ

と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
手
で
言
葉
を
覚
え
る
こ

と
で
脳
ト
レ
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
手
話
は
あ
り
が
と
う
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
大
相
撲
の
隠
語

ご
っ
つ
あ
ん
の
仕
草
で
す
。
笑
顔

も
一
緒
で
す
。

全
日
程
参
加
で
き
る
か
な
？
と
躊
躇
さ
れ
る
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
七
割
参
加
さ
れ
れ

ば
次
年
度
中
級
コ
ー
ス
に
進
級
で
き
ま
す
。

四
月
、
新
し
い
人
と
自
分
と
出
会
い
の
場
所
の

手
話
講
習
会
に
通
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
話
を
学
ん
で
笑
顔
と
の
出
会
い
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２月 25日

平
成
29
年
度

荒
川
区
手
話
講
習
会

受
講
生
を
募
集

対
象

:

荒
川
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
全
日
程
参
加
で
き
る
方
（
七
割
日
程
参
加
で
次
年

度
進
級
可
）

会
場:

ア
ク
ロ
ス
あ
ら
か
わ
（
荒
川
２
－
５
７
－
８

都
電
町
屋
駅
・
荒
川
七
丁
目
電
停
よ
り
徒
歩
５
分
）

受
講
料:

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は
か
か
り

ま
す
。

■
初
級
コ
ー
ス
全
40
回

４
／
１
７
～
平
成
30
年

３
月
の
月
曜
日
・
定
員
50
名
開
講
ク
ラ
ス

（
朝
ク
ラ
ス
10
時
～
12
時
・
夜
ク
ラ
ス
19
時
～
21
時
）

※
更
に
学
び
た
い
方
に
は
中
級
・
上
級
・
手
話
通
訳

奉
仕
員
養
成
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
※
初
級
・
中
級

コ
ー
ス
は
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。
ま
た
、
実
力

に
よ
り
希
望
ク
ラ
ス
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
申
込
み
方
法
】

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
希
望
の
コ
ー
ス
・
ク
ラ

ス
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応

募
の
動
機
を
、
返
信
表
面
に

自
身
の
住
所
・
氏
名
を
明
記

し
て
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

３
月
10
日（
金
）
必
着
。

お
問
合
せ

南
千
住
１-

13-

20
（
荒
川
区

社
会
福
祉
協
議
会｢

手
話
講
習

会｣

係

TEL
：
３
８
０
２-

３
３
３
８

FAX
：
３
８
０
２-

３
８
３
１

Ｅ-

mail
：j

i
g
y
o@
a
r
a
k
a
w
a
-
s
h

a
k
y
o
.
or
.
j
p

こ
の
手
話
の
意
味
は
？

正
解
は
講
習
会
で
・
・
・


